外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成27年1月22日（木）　　　　　司会：三浦　綾　記録：小林　葉子

	小笠原
	東
	矢幅
	小嶋
	金田
	菅原
	小林
	戸賀沢
	服部
	櫻田
	慶長

	業務
	欠勤
	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	欠勤
	業務
	業務
	業務

	三浦

(綾)
	松橋
	川井
	佐々木
	油津
	會津
	小屋敷
	
	
	
	

	○
	業務
	○
	○
	業務
	○
	年休
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・第7回法人研修について
日時：2/5(木)　2/6(金)　17:30～18:30

場所：メンタルケア病棟4階　千葉メモリアルホール

テーマ：｢個人情報保護について｣

講師：個人情報管理委員会委員長　大山　栄光

各自、当日の出欠予定の記入をすること。また、当日の会場への出入りに関して、インフルエンザ等の状況により変更する可能性がある為、情報を確認していくこと。

・佐々木宏樹様～1/27（火）ＡＬ治療プログラムのため、当院入院予定。
・関向智様～1/26(月利用開始。
＜インフルエンザ・感染症対策＞

・体温測定、感冒症状の確認を確実に行うこと。（通所時、12：30、16：00、18：30）

・発熱がなくても、感冒症状（鼻水・咳・くしゃみ）の症状がある方は、大事をとって帰宅して頂く。
・定時に、施設内（手すり等）消毒を確実に行うこと。

（8：00イソプロ、12：00ハイター、16：00イソプロ、20：30ハイター）
・1時間に10分、窓を解放しての換気を行う。換気扇は常時稼働。

・通所者は、必ずマスク着用。帰宅時に使用していたマスクを回収する。

・入浴は、1Ｆ・2Ｆと分け、午前は女性・午後は男性で入浴して頂く。（12：00に浴槽の湯を交換する）
インフルエンザＡ型陽性（現在発熱）　

田名部一樹様、野月利章様、平康子様（あおぞら）、清水秋男様
インフルエンザＡ型陽性（現在解熱）　

細谷地与蔵様、中村与一郎様（あおば）、浅坂政美様、大釜万知様（青山荘）
インフルエンザ陰性発熱者
番沢政勝様（あおめ/解熱）、淡路智恵子様（あおぞら/解熱）、田名部浩平様（青山荘/解熱）、横町浩様
感冒症状のある方
岩城敏夫様（青風荘）、津嶋イチ子様（青風荘）、松川順子様
※青山荘、グループホーム「あおば」「あおめ」「あおぞら」にインフルエンザ罹患者がいる為、今週いっぱいは青陽館通所を控えて頂いている。

＜利用者情報＞

・横町　浩　様～昨日、倦怠感・咳症状あり、デイケア欠席。体温37℃台まで上昇。
今朝は体温37.5℃で､腰痛あり。本日､荻生内科を受診し､インフルエンザ
検査は陰性。外来と情報共有し､万が一を考慮して明日の当院受診は家族
に代理受診していただく。来週月曜日朝に再度デイケアに連絡いただき､
体調を確認していくこととしている。
・平　康子　様～昨日より咳が認められたが､体温36℃で平熱。今朝より体温38.1℃の発熱あり､本日当院受診し､インフルエンザA型と判定。同時点で体温38.6℃。外来･GH世話人と情報共有を実施。同GHあおぞら他入居者の来週以降のデイケア利用について､相談後に世話人へ報告していくこととしている。
・高橋　洋子様～昨日､肺炎球菌ワクチンを当院にて実施。体温は35℃（平熱）だが､今朝より咳が認められており､ワクチンによる反応も考えられるものの､万が一を考慮して長女へ電話連絡し､長女の送迎にて帰宅していただく。
・鈴木　惇浩様～本日来所時､体調を確認したところ､16日（金）より発熱（計測していない為､詳細不明）･頭痛等の症状が出現し､19日（月）まで自宅で寝込んでいたとのこと。現在は､体温は平熱だが鼻水等の症状が認められるとのことで､帰宅していただいている。他に身体症状は認められないとのこと。次回利用日（29日）の前日に電話連絡し､体調等を確認した上で､出席について検討することとしている。
・細谷地与蔵様～妻より電話連絡がある。体温は平熱（36℃）。咳が持続しており､本日､相沢耳鼻科医院を受診し吸入を実施する予定とのこと。今週一杯は欠席し､静養していただくこととしている。
・中村与一郎様～本日の状態を世話人へ確認。咳症状はあるが､体温は平熱（36℃）。他身体症状もなく､GHあおば入居者で他に身体症状がある利用者はなし。
・大釜　万知様～本日の状態を青山荘職員へ確認。鼻水は認められるものの､体温は平熱（36℃）。他身体症状もなく､青山荘入居者で他に身体症状がある利用者はなし。
・松川　順子様～鼻水､咳があり、｢18日くらいから､ちょっと出てきてたんですよ｣等と話している。20日当院受診時に症状を主治医へ伝え､風邪薬5日分を処方。熱が上がることはなく､本日も35.1℃で平熱。万が一を考慮して､早めに帰宅していただく。
・清水　秋男様～昨日より鼻汁あり、感冒薬処方。昨日はデイナイトケアを早退して頂いている。本日本人より架電あり、本日37.5℃発熱あり、鹿内内科受診し、インフルエンザA型の結果。解熱し、症状が治まるまで通所は控えるように説明している。
・岩城　敏夫様～本日、鼻汁あり。普段、鼻炎で時々鼻汁がみられる方であるが、青風荘と相談し、大事をとって帰荘して頂いている。
・津嶋イチ子様～鼻汁あるため、大事をとって帰荘して頂いている。

・八木橋牧雄様～昨日来所時、体温36.8℃、咳嗽あり。入浴後、17：40の体温37.3℃で顔面紅潮みられている。「風呂から上がったからだ」と本人話されているが、18：30体温37.2℃と変わらず。大事をとって早めに休んでいただき、明日も発熱が続くようであれば、うみねこ幸房も休んで内科受診するように説明している。また、他者より、よこまちストアで酒を購入していたと情報があり。飲酒時は体温が37℃前後になることがあるため、他症状と合わせて判断していく。
＜外来情報＞
・平　康子様～外来受診にてインフルエンザA型陽性の結果、タミフル5日分処方。

・坂本　健治様～デイケアの利用を2月から月・水曜日にすることと、今月末に外泊をすることを報告している。現在薬剤調整中であり、リントン1.5㎎減薬となっている。

・前野　義勝様～肩の痛みを訴えており、整形外科受診の為にナイトケアの日数を減らしたいと相談している。担当医より、ナイトケアのスタッフと相談して決めるように説明している。

カンファレンスシート（　中村　与一郎　様）

実施日：H26年1月22日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：佐々木・慶長

　　　　　　　　　　参加者：佐々木・三浦・小林・松橋・川井・會津

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	中村　与一郎様
	性別
	男
	年齢
	38
	生年月日
	S51年2月25日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	① 基本的生活習慣病の習得② 身体機能の維持・向上

③ 対人関係の改善　　　　④ 作業能力・持続性の向上

⑤ 病識を見に付ける

	本人希望
	単身生活をしたい

	家族希望
	

	入院歴
	計2回（最終：　H10年9月　日～　H11年8月　日）むつ総合病院

	通所歴
	　　1回目

· 前回：H14年9月11日～H24年3月30日(デイナイトケア)

· 今回：H24年4月2日～現在(デイケア)

（週5回⇒H25年11月　週3回/月・火・金曜日へ）

	その他サービス利用
	青明舎・青山荘(食事)

	住居：グループホームあおば
	家族構成　
・両親は共に平成4年より十和田済生会病院精神科へ入院中で、今後も退院の目処が目立たない。

・弟様は、各地を転々としている様子で本人との交流はない。

・両親の入院により16歳から一人暮らしをし、同じ村内に住む叔父が援助してくれていた。
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	利用制度
	精神保健福祉手帳2級
	・障害基礎年金2級
・生活保護
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）
医療区分：国保　　　　　重度医療：無

自立支援医療：有

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①環境の変化により、病状を崩さないようにする。(H26.11月～うみねこ幸房利用開始)
	①生活習慣および生活リズムの獲得。(疾病・服薬・健康管理)
	①生活に支障がでたり、病状変化に気付いた際は相談する。
	①環境変化に弱い面がある為、対応できない事は相談する。

	②グループホームでの生活に慣れ、地域生活を継続する。
	②生活上の問題解決が出来るようになる。
	②迷った時や困った時には相談する。
	②生活上の問題や判断に困った時は相談する。

	③対人関係技能の向上。
	③相手の立場に立った行動が出来るようになる。
	③相手に物を伝える際に、一度伝えて良いか考えてから伝えるようにする。迷った場合は、スタッフへ相談する。
	③不適切な行動や発言はしていないか、接し方について振り返る。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①生活に支障がでたり、病状変化に気付いた際は相談する。
	・環境の変化に弱い面があり、病状へ影響があることは本人自身も自覚している。暖かくなってくると疲労感が症状として出るという。
　また、緊張が強いと、焦って動きが止まってしまうことがある。徐々に緊張感と対峙することができるようになっており、最近、強い緊張はみられない。
・疲労に伴う病状悪化のサインとして、起立時のぎこちない仕草や「小人が見える。」との発言が見られる。現在はそのような状態は見られない。

・当番などの役割があると気になり、不眠となる事がある。
・失敗すると気にして落ち込み、立ち直るのに時間を要す。
・大きな病状変化もなく、生活リズムに乱れは見られず、服薬管理も出来ている。
・うみねこ幸房利用開始前の11/3(月)午後より火照り感がし、37.6℃～37.2℃と発熱みられることがあるが、すぐに体調は戻っている。近々うみねこ幸房の利用日を増やす予定。

	現在はうみねこ幸房という環境に慣れてきているため問題はない。今後、うみねこ幸房の利用日を増やしていく辺り、本人のペースに合わせて徐々に移行していく必要がある。計画継続。



	
	・うみねこ幸房とデイケアは利用継続できている。デイケアでは休息も兼ね、ゆっくり過ごす時間を持つことができている。デイケアという慣れた環境の中にいることで、体調や気持ちのバランスが取れている様子。
	

	②迷った時や困った時には相談する。
	・H25.4月からグループホームあおば入居。
・ＧＨでの困った事、相談は出来ている。くつろげる時間が増え、外出も自由で生活は楽しいと話す。週末は友人と外出し、色々なイベントへ出掛けている。
・生活リズムに乱れはなく、新しい生活にも慣れてきている様子が窺える。

・以前より今後の希望として就労希望があり、就労系のサービス利用を検討進めていた。本人の就労希望先である、就労移行支援｢うみねこ幸房｣の見学と体験利用を実施し、11/5(水)より、うみねこ幸房利用開始(水･木曜日)となる。デイケアと併用しつつ､週2回の利用から慎重に進めていきたいことを伝えると､本人も同様の利用形態を希望する。
・仕事の疲労感は通所利用時には見せないが、仕事で大変だったことがあるとスタッフに報告している。
・うみねこ幸房での賃金が思ったより安かったことがあり、本人とうみねこ幸房で、幸房の利用日を徐々に増やしていけるよう相談しているとのこと。（うみねこ幸房からの情報）

	グループホームに入ってから行動範囲も広がり他者との交流も増えている。グループホームの環境は慣れてきた様子である。今後は、うみねこ幸房でのことを中心に、色々な場面での対処や判断が身に付くよう、必要時はアドバイスし、地域生活を継続していけるよう支援していく。計画一部変更。

	③相手に物を伝える際に、一度伝えて良いか考えてから伝えるようにする。迷った場合は、スタッフへ相談する。
	・以前、田向玲美様へ対して、過度に傷つけるような対応が見られており、行動を振り返るが改善できていないことがあった。現在は、田向様が通所に来ていないこともあり、そのような行動は見られない。
・友人や交際相手の交友状況に、本人の行動が左右される傾向にある。（友人や交際相手が嫌いな人物を攻撃する等）
・現在は、対人関係の問題はなく、大きな不安は聞かれない。うみねこ幸房での人間関係も、｢幸房で知ってる人がいるので少し気が楽です。」と、話される。
・女性に対しての距離感が近く、好意があると勘違いさせてしまうことがある。また、勘違いされないようなフォローの仕方を、スタッフがアドバイスするが、理解できていない様子で、うまく対処ができない。
・1月頃より、元交際相手（寺沢彩様）と連絡を取り合っており、復縁するつもりであるとのこと。相手はまだ別な相手と交際をしている様子。振り回されて、中村様が病状を崩す恐れがあるのではとスタッフが説明するも、本人は復縁を望んでいる。
	現在の、本人周辺の対人関係が落ち着いており、相手を傷つけるような行動はみられない。
女性との距離感が近いことがあり、相手を勘違いさせてしまうことがあり、それに対処できていない様子。今後は、対処ができるように関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①環境の変化により、病状を崩さないようにする。(H26.11月～うみねこ幸房利用開始)
	①生活習慣および生活リズムの獲得。(疾病・服薬・健康管理)
	①生活に支障がでたり、病状変化に気付いた際は相談する。
	①環境変化に弱い面がある為、対応できない事は相談する。

	②自分にあったステップアップを踏み､就労を目指す。
	②自分の能力や希望に見合った､目標や段階を検討することが出来る。
	②自分の能力を把握することが出来る。
	②就労移行支援｢うみねこ幸房｣での作業状況に対する振り返りを実施し､本人の能力について把握していく。

	③他者と適度な距離を取れるようになる。
	③他者と交流する際､距離感を考えながら接することが出来る。
	③距離が近すぎる場合､職員に指摘される等によって､気付くことが出来る。
	③他者と距離が近い場合､職員は本人へ伝える。本人は職員と振り返り､どういう距離の取り方が望ましいか考える。
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